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サステナビリティ経営を強化し、人々の、社会の、地球の未来に貢献します

ジヤトコは、サステナビリティを企業活動の中核として位置づけ、
ステークホルダーのみなさまから信頼され必要とされる企業である
ために欠かせないものと考えています。
気候変動や資源依存、人権に関わるさまざまな問題等、世界

は多くの課題に直面しています。グローバルに事業を展開する当
社は、このような課題に向き合いながら、ステークホルダーのみ
なさまに多様な価値を提供するための取り組みを進めています。
その基本になるのは、「技術と情熱でモビリティの可能性を拡げ

る」という私たちのパーパスです。自動車用トランスミッションメー
カーとして長年培った独自の技術を活かして新たなモビリティの可
能性に挑戦し、お客さまや社会に価値ある商品やサービスを提供
することによって、移動がもたらすより自由で豊かな社会の発展
に貢献していきます。この変革期に従業員がリスクを恐れず挑戦
するマインドを全社に広げるため、企業理念の価値観に「アントレ
プレナーシップ」を追加しました。また、ジヤトコとして取り組む
べき優先課題として、18項目のマテリアリティ(重要課題 )を定め
ています。
大きな柱の一つは、クルマの電動化への貢献です。ジヤトコは、

ガソリン車用オートマチックトランスミッションの専門メーカーとして、
常に製品の効率を追求し、燃費が良い環境性能の高い商品を提
供してきました。今後は、電動車両用パワートレインの領域でも、
当社独自の技術を活かした、伝達効率や静粛性、エネルギーマネ
ジメント等において競争力の高い電動パワートレインを広く社会に

ジヤトコ株式会社代表取締役社長兼CEO 

佐藤 朋由
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提供することで、電動車両の価値向上と、電動車両の普及による
クリーンで豊かな社会の実現に貢献していきます。日産自動車様
向けの電動パワートレインであるX-in-1は今年度中に富士市の工
場での生産準備を完了します。独自開発中の超小型e-Axleなど
と合わせて、2030年には電動車両向けユニットの年間生産台数
500万台を目指します。
また、カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーは当社に
とっても重要なテーマです。カーボンニュートラルでは、開発、生
産のプロセスや物流等、バリューチェーン全体で2050年のカーボ
ンニュートラル実現に向けた取り組みをグローバルに進めていま
す。サーキュラーエコノミーについても、「資源を最大限に活用する」
という観点から、材料調達や製品企画・設計、アフターサービス
など様々な領域での、資源の効率的利用、廃棄物の削減を目指
して取り組んでいます。
さらに、電動パワートレイン技術を含む当社の技術やノウハウを、
クルマ以外のモビリティや新たな分野にも活かしたいと考えていま
す。ジヤトコが得意とするギアや制御技術を活用し、電動アシス
ト自転車用のドライブユニットの商品化に取り組んでいます。また、
当社の中国法人が現地の有力メーカーと電動スクーター用のイン
ホイールドライブユニットを共同開発する等、グローバルに取り組
みが進んでいます。サーキュラーエコノミーを意識して電気自動車
のリユース部品と当社で開発したギアを組み合わせた、低圧風力
発電機の発電用増速機の実証実験もその一つです。アントレプレ
ナーシップの精神をもって、私たちの技術を活かした社会課題の
解決や新しい事業の可能性を探索していきます。
これらの活動をリードし推進するのは、ジヤトコの「人財」です。

そして、活動を実現するためには、それら「人財」を含めたすべ
てのステークホルダーの人権を尊重することが不可欠だと考えて
います。大切な「財産 (人財 )」である従業員一人ひとりが活き活
きと活躍できるよう、多様性を尊重し、どのような職種、職場に
おいても、性別、年齢、国籍、障がいの有無等にかかわらず能
力を最大限発揮し成長できる環境づくりに取り組んでいます。また、
従業員の心身の健康を最優先課題の一つとして、従業員のウェル
ビーイングと会社の持続的成長を目指す健康経営を実践していま
す。日本においては、経済産業省による「健康経営優良法人ホ
ワイト500」企業に、6年連続で認定いただきました。
社会のみなさまからの信頼を得るためには、全従業員が各種法
令やポリシーを遵守し、高い倫理観を持って公正で誠実に行動す
ることが欠かせません。当社はグローバル共通の行動指針である
「グローバル行動規範」に基づき、コンプライアンスの徹底に努
めています。
急激な環境変化の中で、企業は時に困難な状況にも直面します。

しかしそれは新しいビジネスを生み出すチャンスでもあります。私
たちジヤトコは、企業価値向上と持続的成長に向けてサステナビ
リティの重要性を認識し、ステークホルダーのみなさまと真摯な対
話を重ねながら、企業活動を通した社会課題の解決に取り組んで
いきます。
私たちの取り組みで、人々、社会、そして地球の未来へ貢献で

きるよう、これからもサステナビリティ経営を強化してまいります。
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